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事業費

活動指標

成果指標

個別評価
 本事業を市が行うのは妥当か。 本事業を市が行うのは妥当か。 本事業を市が行うのは妥当か。 本事業を市が行うのは妥当か。

 対象範囲や水準、手段は妥当か。 対象範囲や水準、手段は妥当か。 対象範囲や水準、手段は妥当か。 対象範囲や水準、手段は妥当か。

 事業を廃止・休止した場合の影響は大きいか。 事業を廃止・休止した場合の影響は大きいか。 事業を廃止・休止した場合の影響は大きいか。 事業を廃止・休止した場合の影響は大きいか。

 目的に対する成果は上がっているか。成果向上の余地はあるか。 目的に対する成果は上がっているか。成果向上の余地はあるか。 目的に対する成果は上がっているか。成果向上の余地はあるか。 目的に対する成果は上がっているか。成果向上の余地はあるか。

 類似事業との統廃合はできるか。 類似事業との統廃合はできるか。 類似事業との統廃合はできるか。 類似事業との統廃合はできるか。

 事業の上位目標である施策に貢献しているか。 事業の上位目標である施策に貢献しているか。 事業の上位目標である施策に貢献しているか。 事業の上位目標である施策に貢献しているか。

 事業費削減の余地はあるか。 事業費削減の余地はあるか。 事業費削減の余地はあるか。 事業費削減の余地はあるか。

 人件費削減の余地はあるか。 人件費削減の余地はあるか。 人件費削減の余地はあるか。 人件費削減の余地はあるか。

 受益者負担の割合は適正か。 受益者負担の割合は適正か。 受益者負担の割合は適正か。 受益者負担の割合は適正か。

総合評価

 担当部局が総合的に判断した評価の理由・課題・今後の改善内容

効率性効率性効率性効率性

削減の余地はない。

AAAA削減の余地はない。

受益者負担を求める性質のものではない。

大阪府体育連合・府市教委・大阪体育協会・各市町村体育協会の主催事業であり、スポーツの普及・振興を図るために、今後も
継続すべき事業である。
なお、更に大会を盛り上げ、安定した大会運営を継続していくためには、より協賛企業等を募るなどの取り組みを強化する必要
がある

妥当性妥当性妥当性妥当性

概ね妥当である。

BBBB概ね妥当であるが見直しの余地がある。

影響がある。

有効性有効性有効性有効性

期待どおりの成果が上がっている。

AAAA統廃合はできない。/類似事業はない。

貢献している。

参考数値参考数値参考数値参考数値

1 2 2 本市担当種目
【地区大会】
　平成29年度：卓球
　平成30年度：バドミントン
　令和元年度：ソフトテニス・
　　　　　　　バレーボール
【中央大会】
　平成30年度：卓球

指標名指標名指標名指標名 当市開催の大会参加者数合計 単位単位単位単位 人

指標の説明指標の説明指標の説明指標の説明
大阪府総合体育大会における当市開催種目の大会参加者数合
計

指標データ指標データ指標データ指標データ
29年度実績29年度実績29年度実績29年度実績 30年度実績30年度実績30年度実績30年度実績 令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)

110 570 600

指標の説明指標の説明指標の説明指標の説明 当市における大阪府総合体育大会の開催日数

指標データ指標データ指標データ指標データ
29年度実績29年度実績29年度実績29年度実績 30年度実績30年度実績30年度実績30年度実績 令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)

うち市負担分うち市負担分うち市負担分うち市負担分 1,287 1,349 1,156

指標名指標名指標名指標名 当市における開催日数 単位単位単位単位 日

30年度決算主な内訳30年度決算主な内訳30年度決算主な内訳30年度決算主な内訳

事業費事業費事業費事業費 176 366 183 【事業費】


負担金:99千円
総合スポーツセンター利用料:267
千円





目的（どうしたいか）目的（どうしたいか）目的（どうしたいか）目的（どうしたいか）
府内各地域のスポーツを振興し、その普及発展とアマチュアスポーツの精神高揚を図り、
併せて府民の健康づくりと親睦に寄与しようとするもの。

手段（事業内容）手段（事業内容）手段（事業内容）手段（事業内容）
全13種目（バレーボール、卓球、柔道、剣道、軟式野球、ソフトボール、ソフトテニス、
テニス、バドミントン、バスケットボール、サッカー、弓道、駅伝）33種別の競技につい
て、本市が担当する種目の円滑な大会運営を図る。

人件費人件費人件費人件費 1,111 983 973

総事業費総事業費総事業費総事業費 1,287 1,349 1,156

単位：千円単位：千円単位：千円単位：千円 29年度決算29年度決算29年度決算29年度決算 30年度決算30年度決算30年度決算30年度決算 令和元年度当初予算令和元年度当初予算令和元年度当初予算令和元年度当初予算

対象（誰を・何を）対象（誰を・何を）対象（誰を・何を）対象（誰を・何を） 府民の各種スポーツの競技者

教育費

施策施策施策施策 2 生涯スポーツ・レクリエーション 項項項項 保健体育費

担当部署名担当部署名担当部署名担当部署名 教育委員会生涯学習室 スポーツ振興課
予予予予
算算算算
科科科科
目目目目

会計会計会計会計 一般会計
総総総総
合合合合
基基基基
本本本本
計計計計
画画画画

施策目標施策目標施策目標施策目標 6 歴史・文化が息づき心身ともに躍動するまち 款款款款

施策の方向施策の方向施策の方向施策の方向 1 スポーツ・レクリエーションの推進 目目目目 保健体育総務費

令和元年度羽曳野市事務事業評価シート（平成30年度実施事業）
コードコードコードコード 621-01-01

事務事業名事務事業名事務事業名事務事業名 大阪府総合体育大会関連事務事業
事務の種類事務の種類事務の種類事務の種類 自治事務（任意のもの）

連絡先連絡先連絡先連絡先 内線4413

拡充・重点化拡充・重点化拡充・重点化拡充・重点化 現状維持現状維持現状維持現状維持 改善して継続改善して継続改善して継続改善して継続 縮小・統合縮小・統合縮小・統合縮小・統合 完了完了完了完了 休止・廃止休止・廃止休止・廃止休止・廃止
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事業費

活動指標

成果指標

個別評価
 本事業を市が行うのは妥当か。 本事業を市が行うのは妥当か。 本事業を市が行うのは妥当か。 本事業を市が行うのは妥当か。

 対象範囲や水準、手段は妥当か。 対象範囲や水準、手段は妥当か。 対象範囲や水準、手段は妥当か。 対象範囲や水準、手段は妥当か。

 事業を廃止・休止した場合の影響は大きいか。 事業を廃止・休止した場合の影響は大きいか。 事業を廃止・休止した場合の影響は大きいか。 事業を廃止・休止した場合の影響は大きいか。

 目的に対する成果は上がっているか。成果向上の余地はあるか。 目的に対する成果は上がっているか。成果向上の余地はあるか。 目的に対する成果は上がっているか。成果向上の余地はあるか。 目的に対する成果は上がっているか。成果向上の余地はあるか。

 類似事業との統廃合はできるか。 類似事業との統廃合はできるか。 類似事業との統廃合はできるか。 類似事業との統廃合はできるか。

 事業の上位目標である施策に貢献しているか。 事業の上位目標である施策に貢献しているか。 事業の上位目標である施策に貢献しているか。 事業の上位目標である施策に貢献しているか。

 事業費削減の余地はあるか。 事業費削減の余地はあるか。 事業費削減の余地はあるか。 事業費削減の余地はあるか。

 人件費削減の余地はあるか。 人件費削減の余地はあるか。 人件費削減の余地はあるか。 人件費削減の余地はあるか。

 受益者負担の割合は適正か。 受益者負担の割合は適正か。 受益者負担の割合は適正か。 受益者負担の割合は適正か。

総合評価

 担当部局が総合的に判断した評価の理由・課題・今後の改善内容

効率性効率性効率性効率性

削減の余地はない。

AAAA削減の余地はない。

適正な受益者負担である。

市民総合体育大会は、スポーツの普及・振興に対する一つの柱的な事業である為、今後も体育協会競技種目連盟及び中学校体育
連盟と連携を取り、市民の健康、体力づくりに寄与する大会として継続させていく事業である。

妥当性妥当性妥当性妥当性

妥当である。

AAAA妥当である。

影響がある。

有効性有効性有効性有効性

一定の成果は上がっているが向上余地がある。

BBBB統廃合はできない。/類似事業はない。

貢献している。

参考数値参考数値参考数値参考数値

30 30 30

指標名指標名指標名指標名 大会参加人数 単位単位単位単位 人

指標の説明指標の説明指標の説明指標の説明 市民総合体育大会の参加人数

指標データ指標データ指標データ指標データ
29年度実績29年度実績29年度実績29年度実績 30年度実績30年度実績30年度実績30年度実績 令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)

3,016 2,840 2,900

指標の説明指標の説明指標の説明指標の説明 市民総合体育大会の総開催日数

指標データ指標データ指標データ指標データ
29年度実績29年度実績29年度実績29年度実績 30年度実績30年度実績30年度実績30年度実績 令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)

うち市負担分うち市負担分うち市負担分うち市負担分 4,629 4,562 3,912

指標名指標名指標名指標名 大会開催日数 単位単位単位単位 日

30年度決算主な内訳30年度決算主な内訳30年度決算主な内訳30年度決算主な内訳

事業費事業費事業費事業費 2,617 2,522 2,600 【事業費】

体育協会競技種目連盟への大会運
営助成金:1,800千円
総合スポーツセンター利用料：
722千円

目的（どうしたいか）目的（どうしたいか）目的（どうしたいか）目的（どうしたいか）
大会を通じて競技スポーツの普及発展とアマチュアスポーツ精神の高揚を図り、併せて健
康の増進と親睦を図る。

手段（事業内容）手段（事業内容）手段（事業内容）手段（事業内容）

各種目（ソフトボール、バドミントン、卓球、バレーボール、剣道、柔道、サッカー、バスケット
ボール、ソフトテニス、テニス）の参加受付及び取りまとめ業務、大会が円滑に進む為の連盟関係
者との連絡調整、大会運営を全般的にお願いしている体育協会競技種目連盟への大会運営助成金の
拠出事務。

人件費人件費人件費人件費 2,012 2,040 1,312

総事業費総事業費総事業費総事業費 4,629 4,562 3,912

単位：千円単位：千円単位：千円単位：千円 29年度決算29年度決算29年度決算29年度決算 30年度決算30年度決算30年度決算30年度決算 令和元年度当初予算令和元年度当初予算令和元年度当初予算令和元年度当初予算

対象（誰を・何を）対象（誰を・何を）対象（誰を・何を）対象（誰を・何を） 青少年の健全育成や市民の健康づくり

教育費

施策施策施策施策 2 生涯スポーツ・レクリエーション 項項項項 保健体育費

担当部署名担当部署名担当部署名担当部署名 教育委員会生涯学習室 スポーツ振興課
予予予予
算算算算
科科科科
目目目目

会計会計会計会計 一般会計
総総総総
合合合合
基基基基
本本本本
計計計計
画画画画

施策目標施策目標施策目標施策目標 6 歴史・文化が息づき心身ともに躍動するまち 款款款款

施策の方向施策の方向施策の方向施策の方向 1 スポーツ・レクリエーションの推進 目目目目 保健体育総務費

令和元年度羽曳野市事務事業評価シート（平成30年度実施事業）
コードコードコードコード 621-01-02

事務事業名事務事業名事務事業名事務事業名 市民総合体育大会開催事業
事務の種類事務の種類事務の種類事務の種類 自治事務（任意のもの）

連絡先連絡先連絡先連絡先 内線4411

拡充・重点化拡充・重点化拡充・重点化拡充・重点化 現状維持現状維持現状維持現状維持 改善して継続改善して継続改善して継続改善して継続 縮小・統合縮小・統合縮小・統合縮小・統合 完了完了完了完了 休止・廃止休止・廃止休止・廃止休止・廃止
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事業費

活動指標

成果指標

個別評価
 本事業を市が行うのは妥当か。 本事業を市が行うのは妥当か。 本事業を市が行うのは妥当か。 本事業を市が行うのは妥当か。

 対象範囲や水準、手段は妥当か。 対象範囲や水準、手段は妥当か。 対象範囲や水準、手段は妥当か。 対象範囲や水準、手段は妥当か。

 事業を廃止・休止した場合の影響は大きいか。 事業を廃止・休止した場合の影響は大きいか。 事業を廃止・休止した場合の影響は大きいか。 事業を廃止・休止した場合の影響は大きいか。

 目的に対する成果は上がっているか。成果向上の余地はあるか。 目的に対する成果は上がっているか。成果向上の余地はあるか。 目的に対する成果は上がっているか。成果向上の余地はあるか。 目的に対する成果は上がっているか。成果向上の余地はあるか。

 類似事業との統廃合はできるか。 類似事業との統廃合はできるか。 類似事業との統廃合はできるか。 類似事業との統廃合はできるか。

 事業の上位目標である施策に貢献しているか。 事業の上位目標である施策に貢献しているか。 事業の上位目標である施策に貢献しているか。 事業の上位目標である施策に貢献しているか。

 事業費削減の余地はあるか。 事業費削減の余地はあるか。 事業費削減の余地はあるか。 事業費削減の余地はあるか。

 人件費削減の余地はあるか。 人件費削減の余地はあるか。 人件費削減の余地はあるか。 人件費削減の余地はあるか。

 受益者負担の割合は適正か。 受益者負担の割合は適正か。 受益者負担の割合は適正か。 受益者負担の割合は適正か。

総合評価

 担当部局が総合的に判断した評価の理由・課題・今後の改善内容

効率性効率性効率性効率性

削減の余地はない。

AAAA削減の余地はない。

適正な受益者負担である。

市民体育祭、市民マラソン大会、グラウンド・ゴルフ大会は、いずれも市民に親しまれた大会として継続的に開催しており、今
後も市民の健康及び体力づくりに欠かせない事業である。

妥当性妥当性妥当性妥当性

妥当である。

AAAA妥当である。

影響がある。

有効性有効性有効性有効性

期待どおりの成果が上がっている。

AAAA統廃合はできない。/類似事業はない。

貢献している。

参考数値参考数値参考数値参考数値

17 18 18 各大会参加者延べ人数
市民体育祭：4,808人
市民マラソン大会：488人
小学生サッカー大会：120人

（以下グラウンド・ゴルフ）
月例大会（12回）：2,201人
グランドチャンピオン大会：69人
３市町ふれあい交流大会：137人
市長杯大会：227人

指標名指標名指標名指標名 全体会の参加人数 単位単位単位単位 人

指標の説明指標の説明指標の説明指標の説明
市民体育祭、市民マラソン大会、少年サッカー大会、グラウ
ンドゴルフ大会等の参加延べ人数

指標データ指標データ指標データ指標データ
29年度実績29年度実績29年度実績29年度実績 30年度実績30年度実績30年度実績30年度実績 令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)

7,400 8,050 8,100

指標の説明指標の説明指標の説明指標の説明
市民体育祭、市民マラソン大会、少年サッカー大会、グラウ
ンドゴルフ大会等の総開催日数

指標データ指標データ指標データ指標データ
29年度実績29年度実績29年度実績29年度実績 30年度実績30年度実績30年度実績30年度実績 令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)

うち市負担分うち市負担分うち市負担分うち市負担分 16,791 16,889 14,624

指標名指標名指標名指標名 大会日数 単位単位単位単位 日

30年度決算主な内訳30年度決算主な内訳30年度決算主な内訳30年度決算主な内訳

事業費事業費事業費事業費 10,533 10,536 8,382 【事業費】


スポーツ大会開催委託料:10,350
千円
賞品代:156千円
３市町グラウンド・ゴルフ大会負
担金:30千円


【特定財源】

大会等参加費：865千円

目的（どうしたいか）目的（どうしたいか）目的（どうしたいか）目的（どうしたいか） スポーツ大会を通じて、健康・体力づくりと参加者相互の親睦・交流を図る。

手段（事業内容）手段（事業内容）手段（事業内容）手段（事業内容）
市民体育祭、市民マラソン大会、少年サッカー大会、グラウンド・ゴルフ大会を開催して
いる。開催にあたっては、体育協会、スポーツ推進委員、スポーツ少年団、グラウンド・
ゴルフ協会等、各関係団体と連携、また、一部を民間に委託し実施する。

人件費人件費人件費人件費 6,351 7,218 7,107

総事業費総事業費総事業費総事業費 16,884 17,754 15,489

単位：千円単位：千円単位：千円単位：千円 29年度決算29年度決算29年度決算29年度決算 30年度決算30年度決算30年度決算30年度決算 令和元年度当初予算令和元年度当初予算令和元年度当初予算令和元年度当初予算

対象（誰を・何を）対象（誰を・何を）対象（誰を・何を）対象（誰を・何を） 市民

教育費

施策施策施策施策 2 生涯スポーツ・レクリエーション 項項項項 保健体育費

担当部署名担当部署名担当部署名担当部署名 教育委員会生涯学習室 スポーツ振興課
予予予予
算算算算
科科科科
目目目目

会計会計会計会計 一般会計
総総総総
合合合合
基基基基
本本本本
計計計計
画画画画

施策目標施策目標施策目標施策目標 6 歴史・文化が息づき心身ともに躍動するまち 款款款款

施策の方向施策の方向施策の方向施策の方向 1 スポーツ・レクリエーションの推進 目目目目 保健体育総務費

令和元年度羽曳野市事務事業評価シート（平成30年度実施事業）
コードコードコードコード 621-01-03

事務事業名事務事業名事務事業名事務事業名 スポーツ大会開催事業
事務の種類事務の種類事務の種類事務の種類 自治事務（任意のもの）

連絡先連絡先連絡先連絡先 内線4411

拡充・重点化拡充・重点化拡充・重点化拡充・重点化 現状維持現状維持現状維持現状維持 改善して継続改善して継続改善して継続改善して継続 縮小・統合縮小・統合縮小・統合縮小・統合 完了完了完了完了 休止・廃止休止・廃止休止・廃止休止・廃止



1

10

6

1

事業費

活動指標

成果指標

個別評価
 本事業を市が行うのは妥当か。 本事業を市が行うのは妥当か。 本事業を市が行うのは妥当か。 本事業を市が行うのは妥当か。

 対象範囲や水準、手段は妥当か。 対象範囲や水準、手段は妥当か。 対象範囲や水準、手段は妥当か。 対象範囲や水準、手段は妥当か。

 事業を廃止・休止した場合の影響は大きいか。 事業を廃止・休止した場合の影響は大きいか。 事業を廃止・休止した場合の影響は大きいか。 事業を廃止・休止した場合の影響は大きいか。

 目的に対する成果は上がっているか。成果向上の余地はあるか。 目的に対する成果は上がっているか。成果向上の余地はあるか。 目的に対する成果は上がっているか。成果向上の余地はあるか。 目的に対する成果は上がっているか。成果向上の余地はあるか。

 類似事業との統廃合はできるか。 類似事業との統廃合はできるか。 類似事業との統廃合はできるか。 類似事業との統廃合はできるか。

 事業の上位目標である施策に貢献しているか。 事業の上位目標である施策に貢献しているか。 事業の上位目標である施策に貢献しているか。 事業の上位目標である施策に貢献しているか。

 事業費削減の余地はあるか。 事業費削減の余地はあるか。 事業費削減の余地はあるか。 事業費削減の余地はあるか。

 人件費削減の余地はあるか。 人件費削減の余地はあるか。 人件費削減の余地はあるか。 人件費削減の余地はあるか。

 受益者負担の割合は適正か。 受益者負担の割合は適正か。 受益者負担の割合は適正か。 受益者負担の割合は適正か。

総合評価

 担当部局が総合的に判断した評価の理由・課題・今後の改善内容

効率性効率性効率性効率性

削減の余地はない。

AAAA削減の余地はない。

適正な受益者負担である。

参加希望者が多く定員を超える参加希望があることから、平成30年度については柏原羽曳野藤井寺消防組合と協議を行い、年１
回から年２回に開催日数を拡充して実施したが、本年度も定員を超える結果となり、来年度についても２回実施する予定であ
る。

妥当性妥当性妥当性妥当性

妥当である。

AAAA妥当である。

影響がある。

有効性有効性有効性有効性

期待どおりの成果が上がっている。

AAAA統廃合はできない。/類似事業はない。

貢献している。

参考数値参考数値参考数値参考数値

1 2 2

指標名指標名指標名指標名 普通救命講習会参加人数 単位単位単位単位 人

指標の説明指標の説明指標の説明指標の説明 普通救命講習会の参加人数

指標データ指標データ指標データ指標データ
29年度実績29年度実績29年度実績29年度実績 30年度実績30年度実績30年度実績30年度実績 令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)

102 164 160

指標の説明指標の説明指標の説明指標の説明 普通救命講習会の開催日数

指標データ指標データ指標データ指標データ
29年度実績29年度実績29年度実績29年度実績 30年度実績30年度実績30年度実績30年度実績 令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)

うち市負担分うち市負担分うち市負担分うち市負担分 1,138 791 566

指標名指標名指標名指標名 普通救命講習会開催日数 単位単位単位単位 日

30年度決算主な内訳30年度決算主な内訳30年度決算主な内訳30年度決算主な内訳

事業費事業費事業費事業費 27 35 35 【事業費】


コロセアム利用料：35千円














目的（どうしたいか）目的（どうしたいか）目的（どうしたいか）目的（どうしたいか）
スポーツやレクリエーション活動等において、疾患等の事故が発生した際に適切な処置を
行えるよう、心肺蘇生法、ＡＥＤの使用法等の救命処置等について講習を受けていただく
事で、活動の安全性向上を図る。

手段（事業内容）手段（事業内容）手段（事業内容）手段（事業内容）
普通救命講習会実施に係る参加者募集の為の広報掲載、使用施設の予約（総合スポーツセ
ンター）、当日受付及び運営補助、当日の準備事務、また、講師については柏原羽曳野藤
井寺消防本部に依頼をしているので、開催するにあたっての確認調整を行っている。

人件費人件費人件費人件費 1,111 756 531

総事業費総事業費総事業費総事業費 1,138 791 566

単位：千円単位：千円単位：千円単位：千円 29年度決算29年度決算29年度決算29年度決算 30年度決算30年度決算30年度決算30年度決算 令和元年度当初予算令和元年度当初予算令和元年度当初予算令和元年度当初予算

対象（誰を・何を）対象（誰を・何を）対象（誰を・何を）対象（誰を・何を） 市民

教育費

施策施策施策施策 2 生涯スポーツ・レクリエーション 項項項項 保健体育費

担当部署名担当部署名担当部署名担当部署名 教育委員会生涯学習室 スポーツ振興課
予予予予
算算算算
科科科科
目目目目

会計会計会計会計 一般会計
総総総総
合合合合
基基基基
本本本本
計計計計
画画画画

施策目標施策目標施策目標施策目標 6 歴史・文化が息づき心身ともに躍動するまち 款款款款

施策の方向施策の方向施策の方向施策の方向 1 スポーツ・レクリエーションの推進 目目目目 保健体育総務費

令和元年度羽曳野市事務事業評価シート（平成30年度実施事業）
コードコードコードコード 621-02-01

事務事業名事務事業名事務事業名事務事業名 普通救命講習会開催事業
事務の種類事務の種類事務の種類事務の種類 自治事務（任意のもの）

連絡先連絡先連絡先連絡先 内線4412

拡充・重点化拡充・重点化拡充・重点化拡充・重点化 現状維持現状維持現状維持現状維持 改善して継続改善して継続改善して継続改善して継続 縮小・統合縮小・統合縮小・統合縮小・統合 完了完了完了完了 休止・廃止休止・廃止休止・廃止休止・廃止



1

10

6

1

事業費

活動指標

成果指標

個別評価
 本事業を市が行うのは妥当か。 本事業を市が行うのは妥当か。 本事業を市が行うのは妥当か。 本事業を市が行うのは妥当か。

 対象範囲や水準、手段は妥当か。 対象範囲や水準、手段は妥当か。 対象範囲や水準、手段は妥当か。 対象範囲や水準、手段は妥当か。

 事業を廃止・休止した場合の影響は大きいか。 事業を廃止・休止した場合の影響は大きいか。 事業を廃止・休止した場合の影響は大きいか。 事業を廃止・休止した場合の影響は大きいか。

 目的に対する成果は上がっているか。成果向上の余地はあるか。 目的に対する成果は上がっているか。成果向上の余地はあるか。 目的に対する成果は上がっているか。成果向上の余地はあるか。 目的に対する成果は上がっているか。成果向上の余地はあるか。

 類似事業との統廃合はできるか。 類似事業との統廃合はできるか。 類似事業との統廃合はできるか。 類似事業との統廃合はできるか。

 事業の上位目標である施策に貢献しているか。 事業の上位目標である施策に貢献しているか。 事業の上位目標である施策に貢献しているか。 事業の上位目標である施策に貢献しているか。

 事業費削減の余地はあるか。 事業費削減の余地はあるか。 事業費削減の余地はあるか。 事業費削減の余地はあるか。

 人件費削減の余地はあるか。 人件費削減の余地はあるか。 人件費削減の余地はあるか。 人件費削減の余地はあるか。

 受益者負担の割合は適正か。 受益者負担の割合は適正か。 受益者負担の割合は適正か。 受益者負担の割合は適正か。

総合評価

 担当部局が総合的に判断した評価の理由・課題・今後の改善内容

効率性効率性効率性効率性

削減の余地はない。

AAAA削減の余地はない。

受益者負担を求める性質のものではない。

市全域における社会体育及び生涯スポーツ等の普及を担っており、市内におけるスポーツの普及や推進に必要な事業である。また、
各小学校区ごとに委員が選出されていることから、市民との直接的な情報交換の窓口として、地域スポーツの振興に市民の意見が反
映できている。今後、ニュースポーツの普及イベント等の周知を一層図るなど、身近なスポーツの更なる普及を進めることが望まれ
る。

妥当性妥当性妥当性妥当性

妥当である。

BBBB概ね妥当であるが見直しの余地がある。

影響がある。

有効性有効性有効性有効性

一定の成果は上がっているが向上余地がある。

BBBB統廃合はできない。/類似事業はない。

貢献している。

参考数値参考数値参考数値参考数値

12 12 12

指標名指標名指標名指標名 自主イベントの開催回数 単位単位単位単位 回

指標の説明指標の説明指標の説明指標の説明
「ニュースポーツのつどい」と題した、市民が無料で気軽に
参加できる、バウンスボール、カローリング等の体験イベン
トの開催回数

指標データ指標データ指標データ指標データ
29年度実績29年度実績29年度実績29年度実績 30年度実績30年度実績30年度実績30年度実績 令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)

3 3 3

指標の説明指標の説明指標の説明指標の説明
定例会として、イベント等に係る協議・調整等の会議及び
ニュースポーツ等の実技研修会の開催回数

指標データ指標データ指標データ指標データ
29年度実績29年度実績29年度実績29年度実績 30年度実績30年度実績30年度実績30年度実績 令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)

うち市負担分うち市負担分うち市負担分うち市負担分 4,785 3,767 3,865

指標名指標名指標名指標名 定例会の開催回数 単位単位単位単位 回

30年度決算主な内訳30年度決算主な内訳30年度決算主な内訳30年度決算主な内訳

事業費事業費事業費事業費 1,823 1,877 1,968 【事業費】

報酬：1,530千円
食糧費：52千円
総合スポーツセンター利用料：63
千円
負担金：36千円
庁用器具費：40千円
イベント景品費：21千円
被服費：36千円
消耗品費：99千円

目的（どうしたいか）目的（どうしたいか）目的（どうしたいか）目的（どうしたいか）
市民に対するスポーツの実技指導及びニュースポーツの普及活動を通して、市民の心身の
健全な発達、生きがいのある豊かな生活の実現に寄与することを目的とする。

手段（事業内容）手段（事業内容）手段（事業内容）手段（事業内容）

羽曳野市内より各校区毎（小学校区）の担当として概ね２名ずつの委員を選出し、教育委員会が委嘱
する。生涯スポーツの推進役として市民の求めに応じてスポーツの実技指導を行う。また、市民のス
ポーツ活動の促進の為、スポーツ団体のみならず、学校、公民館等の教育機関その他行政機関の行う
スポーツ関連の行事や事業に協力している。

人件費人件費人件費人件費 2,962 1,890 1,897

総事業費総事業費総事業費総事業費 4,785 3,767 3,865

単位：千円単位：千円単位：千円単位：千円 29年度決算29年度決算29年度決算29年度決算 30年度決算30年度決算30年度決算30年度決算 令和元年度当初予算令和元年度当初予算令和元年度当初予算令和元年度当初予算

対象（誰を・何を）対象（誰を・何を）対象（誰を・何を）対象（誰を・何を） 羽曳野市スポーツ推進委員

教育費

施策施策施策施策 2 生涯スポーツ・レクリエーション 項項項項 保健体育費

担当部署名担当部署名担当部署名担当部署名 教育委員会生涯学習室 スポーツ振興課
予予予予
算算算算
科科科科
目目目目

会計会計会計会計 一般会計
総総総総
合合合合
基基基基
本本本本
計計計計
画画画画

施策目標施策目標施策目標施策目標 6 歴史・文化が息づき心身ともに躍動するまち 款款款款

施策の方向施策の方向施策の方向施策の方向 2 スポーツ・レクリエーションを推進する仕組みづくり 目目目目 保健体育総務費

令和元年度羽曳野市事務事業評価シート（平成30年度実施事業）
コードコードコードコード 622-01-01

事務事業名事務事業名事務事業名事務事業名 スポーツ推進委員関連事務事業
事務の種類事務の種類事務の種類事務の種類 自治事務（義務的なもの)

連絡先連絡先連絡先連絡先 内線4413

拡充・重点化拡充・重点化拡充・重点化拡充・重点化 現状維持現状維持現状維持現状維持 改善して継続改善して継続改善して継続改善して継続 縮小・統合縮小・統合縮小・統合縮小・統合 完了完了完了完了 休止・廃止休止・廃止休止・廃止休止・廃止



1

10

6

1

事業費

活動指標

成果指標

個別評価
 本事業を市が行うのは妥当か。 本事業を市が行うのは妥当か。 本事業を市が行うのは妥当か。 本事業を市が行うのは妥当か。

 対象範囲や水準、手段は妥当か。 対象範囲や水準、手段は妥当か。 対象範囲や水準、手段は妥当か。 対象範囲や水準、手段は妥当か。

 事業を廃止・休止した場合の影響は大きいか。 事業を廃止・休止した場合の影響は大きいか。 事業を廃止・休止した場合の影響は大きいか。 事業を廃止・休止した場合の影響は大きいか。

 目的に対する成果は上がっているか。成果向上の余地はあるか。 目的に対する成果は上がっているか。成果向上の余地はあるか。 目的に対する成果は上がっているか。成果向上の余地はあるか。 目的に対する成果は上がっているか。成果向上の余地はあるか。

 類似事業との統廃合はできるか。 類似事業との統廃合はできるか。 類似事業との統廃合はできるか。 類似事業との統廃合はできるか。

 事業の上位目標である施策に貢献しているか。 事業の上位目標である施策に貢献しているか。 事業の上位目標である施策に貢献しているか。 事業の上位目標である施策に貢献しているか。

 事業費削減の余地はあるか。 事業費削減の余地はあるか。 事業費削減の余地はあるか。 事業費削減の余地はあるか。

 人件費削減の余地はあるか。 人件費削減の余地はあるか。 人件費削減の余地はあるか。 人件費削減の余地はあるか。

 受益者負担の割合は適正か。 受益者負担の割合は適正か。 受益者負担の割合は適正か。 受益者負担の割合は適正か。

総合評価

 担当部局が総合的に判断した評価の理由・課題・今後の改善内容

効率性効率性効率性効率性

削減を検討する余地がある。

BBBB削減の余地はない。

受益者負担を求める性質のものではない。

各団体の活動を通して、さまざまな年代の健康・体力づくりと参加者相互の親睦・交流を図る上で重要な役割を担っている為、
今後も継続して活動への支援等を行う。
少子化による構成人数減少及び指導者の不足等の課題があることから、事業の見直し及び対策等が必要になってくる。

妥当性妥当性妥当性妥当性

妥当である。

AAAA妥当である。

影響がある。

有効性有効性有効性有効性

期待どおりの成果が上がっている。

AAAA統廃合はできない。/類似事業はない。

貢献している。

参考数値参考数値参考数値参考数値

32 32 32 ・体育協会（１５団体加盟）
・スポーツ少年団（１６団加盟）
・ゲートボール協会

指標名指標名指標名指標名 各種団体が行った大会・講習会等事業数 単位単位単位単位 回

指標の説明指標の説明指標の説明指標の説明 各種団体が行った大会・講習会等の事業数

指標データ指標データ指標データ指標データ
29年度実績29年度実績29年度実績29年度実績 30年度実績30年度実績30年度実績30年度実績 令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)

132 102 105

指標の説明指標の説明指標の説明指標の説明 羽曳野市が助成金を拠出している団体数

指標データ指標データ指標データ指標データ
29年度実績29年度実績29年度実績29年度実績 30年度実績30年度実績30年度実績30年度実績 令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)

うち市負担分うち市負担分うち市負担分うち市負担分 7,394 6,343 6,480

指標名指標名指標名指標名 助成団体数 単位単位単位単位 団体

30年度決算主な内訳30年度決算主な内訳30年度決算主な内訳30年度決算主な内訳

事業費事業費事業費事業費 3,160 3,547 3,547 【事業費】


ゲートボール協会講師謝礼:30千
円
ゲートボール・ウエイトリフティ
ング・軟式野球盾，カップ代:27
千円
ゲートボール協会助成金:160千円
スポーツ少年団助成金:480千円
体育協会助成金:2,850千円

目的（どうしたいか）目的（どうしたいか）目的（どうしたいか）目的（どうしたいか）
スポーツ関係団体の組織の充実に向けた活動支援及び相互協力を促進することにより、市
民が身近なスポーツに親しみ、健康的で心豊かな生活の実現をめざす。

手段（事業内容）手段（事業内容）手段（事業内容）手段（事業内容）
体育協会・スポーツ少年団・ゲートボール協会の大会や講習会等に対する助成金の拠出及
び団体事業の連絡調整等の関連業務を行う。。

人件費人件費人件費人件費 4,234 2,796 2,933

総事業費総事業費総事業費総事業費 7,394 6,343 6,480

単位：千円単位：千円単位：千円単位：千円 29年度決算29年度決算29年度決算29年度決算 30年度決算30年度決算30年度決算30年度決算 令和元年度当初予算令和元年度当初予算令和元年度当初予算令和元年度当初予算

対象（誰を・何を）対象（誰を・何を）対象（誰を・何を）対象（誰を・何を） 羽曳野市内のスポーツ団体

教育費

施策施策施策施策 2 生涯スポーツ・レクリエーション 項項項項 保健体育費

担当部署名担当部署名担当部署名担当部署名 教育委員会生涯学習室 スポーツ振興課
予予予予
算算算算
科科科科
目目目目

会計会計会計会計 一般会計
総総総総
合合合合
基基基基
本本本本
計計計計
画画画画

施策目標施策目標施策目標施策目標 6 歴史・文化が息づき心身ともに躍動するまち 款款款款

施策の方向施策の方向施策の方向施策の方向 2 スポーツ・レクリエーションを推進する仕組みづくり 目目目目 保健体育総務費

令和元年度羽曳野市事務事業評価シート（平成30年度実施事業）
コードコードコードコード 622-01-02

事務事業名事務事業名事務事業名事務事業名 スポーツ関連団体支援事業
事務の種類事務の種類事務の種類事務の種類 自治事務（任意のもの）

連絡先連絡先連絡先連絡先 内線4411,4412,4415

拡充・重点化拡充・重点化拡充・重点化拡充・重点化 現状維持現状維持現状維持現状維持 改善して継続改善して継続改善して継続改善して継続 縮小・統合縮小・統合縮小・統合縮小・統合 完了完了完了完了 休止・廃止休止・廃止休止・廃止休止・廃止
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6

3

事業費

活動指標

成果指標

個別評価
 本事業を市が行うのは妥当か。 本事業を市が行うのは妥当か。 本事業を市が行うのは妥当か。 本事業を市が行うのは妥当か。

 対象範囲や水準、手段は妥当か。 対象範囲や水準、手段は妥当か。 対象範囲や水準、手段は妥当か。 対象範囲や水準、手段は妥当か。

 事業を廃止・休止した場合の影響は大きいか。 事業を廃止・休止した場合の影響は大きいか。 事業を廃止・休止した場合の影響は大きいか。 事業を廃止・休止した場合の影響は大きいか。

 目的に対する成果は上がっているか。成果向上の余地はあるか。 目的に対する成果は上がっているか。成果向上の余地はあるか。 目的に対する成果は上がっているか。成果向上の余地はあるか。 目的に対する成果は上がっているか。成果向上の余地はあるか。

 類似事業との統廃合はできるか。 類似事業との統廃合はできるか。 類似事業との統廃合はできるか。 類似事業との統廃合はできるか。

 事業の上位目標である施策に貢献しているか。 事業の上位目標である施策に貢献しているか。 事業の上位目標である施策に貢献しているか。 事業の上位目標である施策に貢献しているか。

 事業費削減の余地はあるか。 事業費削減の余地はあるか。 事業費削減の余地はあるか。 事業費削減の余地はあるか。

 人件費削減の余地はあるか。 人件費削減の余地はあるか。 人件費削減の余地はあるか。 人件費削減の余地はあるか。

 受益者負担の割合は適正か。 受益者負担の割合は適正か。 受益者負担の割合は適正か。 受益者負担の割合は適正か。

総合評価

 担当部局が総合的に判断した評価の理由・課題・今後の改善内容

効率性効率性効率性効率性

削減の余地はない。

AAAA削減の余地はない。

適正な受益者負担である。

民間企業の経営ノウハウを活用した施設の管理運営には、一定、効果が認められるものの、指定期間や募集形態については、今
後、改善の余地がある。
総合スポーツセンターについては、施設の老朽化により、漏水や電気系統、機械系統の不具合がみられるため、今後、修繕費の
大幅な支出増が見込まれる。

妥当性妥当性妥当性妥当性

妥当である。

BBBB概ね妥当であるが見直しの余地がある。

影響がある。

有効性有効性有効性有効性

一定の成果は上がっているが向上余地がある。

BBBB統廃合はできない。/類似事業はない。

貢献している。

参考数値参考数値参考数値参考数値

359 359 360 【休館日】12月29日～1月3日
【利用者数】
(平成27年度　369,668人）
(平成28年度　413,889人）
(平成29年度　370,610人)
(平成30年度　368,748人）

指標名指標名指標名指標名 施設利用者数 単位単位単位単位 人

指標の説明指標の説明指標の説明指標の説明 １年間の施設の利用者数

指標データ指標データ指標データ指標データ
29年度実績29年度実績29年度実績29年度実績 30年度実績30年度実績30年度実績30年度実績 令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)

370,610 368,748 380,000

指標の説明指標の説明指標の説明指標の説明 １年間の施設の開館日数

指標データ指標データ指標データ指標データ
29年度実績29年度実績29年度実績29年度実績 30年度実績30年度実績30年度実績30年度実績 令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)

うち市負担分うち市負担分うち市負担分うち市負担分 134,997 134,452 232,026

指標名指標名指標名指標名 開館日数 単位単位単位単位 日

30年度決算主な内訳30年度決算主な内訳30年度決算主な内訳30年度決算主な内訳

事業費事業費事業費事業費 137,919 136,542 232,968 【事業費】
（指定管理料）124,200千円
（修繕費）　　 2,042千円
（機器借上料） 4,597千円
 (施設整備費） 5,703千円

【特定財源】
スポーツ教室等参加費：4,357千
円

目的（どうしたいか）目的（どうしたいか）目的（どうしたいか）目的（どうしたいか）
適正な管理運営を行い利用の促進等を図ることで、スポーツを振興するとともに、健康及
び体力の増進並びに青少年の心身の健全な育成を図る。

手段（事業内容）手段（事業内容）手段（事業内容）手段（事業内容） 管理運営を指定管理者に委託する。（指定管理者制度の導入）

人件費人件費人件費人件費 1,481 2,267 3,415

総事業費総事業費総事業費総事業費 139,400 138,809 236,383

単位：千円単位：千円単位：千円単位：千円 29年度決算29年度決算29年度決算29年度決算 30年度決算30年度決算30年度決算30年度決算 令和元年度当初予算令和元年度当初予算令和元年度当初予算令和元年度当初予算

対象（誰を・何を）対象（誰を・何を）対象（誰を・何を）対象（誰を・何を） 羽曳野市立総合スポーツセンター（はびきのコロセアム）

教育費

施策施策施策施策 2 生涯スポーツ・レクリエーション 項項項項 保健体育費

担当部署名担当部署名担当部署名担当部署名 教育委員会生涯学習室 スポーツ振興課
予予予予
算算算算
科科科科
目目目目

会計会計会計会計 一般会計
総総総総
合合合合
基基基基
本本本本
計計計計
画画画画

施策目標施策目標施策目標施策目標 6 歴史・文化が息づき心身ともに躍動するまち 款款款款

施策の方向施策の方向施策の方向施策の方向 3 スポーツ施設の整備・充実 目目目目 体育施設管理運営費

令和元年度羽曳野市事務事業評価シート（平成30年度実施事業）
コードコードコードコード 623-01-01

事務事業名事務事業名事務事業名事務事業名 総合スポーツセンター管理運営事務事業
事務の種類事務の種類事務の種類事務の種類 自治事務（任意のもの）

連絡先連絡先連絡先連絡先 内線4415

拡充・重点化拡充・重点化拡充・重点化拡充・重点化 現状維持現状維持現状維持現状維持 改善して継続改善して継続改善して継続改善して継続 縮小・統合縮小・統合縮小・統合縮小・統合 完了完了完了完了 休止・廃止休止・廃止休止・廃止休止・廃止
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事業費

活動指標

成果指標

個別評価
 本事業を市が行うのは妥当か。 本事業を市が行うのは妥当か。 本事業を市が行うのは妥当か。 本事業を市が行うのは妥当か。

 対象範囲や水準、手段は妥当か。 対象範囲や水準、手段は妥当か。 対象範囲や水準、手段は妥当か。 対象範囲や水準、手段は妥当か。

 事業を廃止・休止した場合の影響は大きいか。 事業を廃止・休止した場合の影響は大きいか。 事業を廃止・休止した場合の影響は大きいか。 事業を廃止・休止した場合の影響は大きいか。

 目的に対する成果は上がっているか。成果向上の余地はあるか。 目的に対する成果は上がっているか。成果向上の余地はあるか。 目的に対する成果は上がっているか。成果向上の余地はあるか。 目的に対する成果は上がっているか。成果向上の余地はあるか。

 類似事業との統廃合はできるか。 類似事業との統廃合はできるか。 類似事業との統廃合はできるか。 類似事業との統廃合はできるか。

 事業の上位目標である施策に貢献しているか。 事業の上位目標である施策に貢献しているか。 事業の上位目標である施策に貢献しているか。 事業の上位目標である施策に貢献しているか。

 事業費削減の余地はあるか。 事業費削減の余地はあるか。 事業費削減の余地はあるか。 事業費削減の余地はあるか。

 人件費削減の余地はあるか。 人件費削減の余地はあるか。 人件費削減の余地はあるか。 人件費削減の余地はあるか。

 受益者負担の割合は適正か。 受益者負担の割合は適正か。 受益者負担の割合は適正か。 受益者負担の割合は適正か。

総合評価

 担当部局が総合的に判断した評価の理由・課題・今後の改善内容

効率性効率性効率性効率性

削減の余地はない。

BBBB削減を検討する余地がある。

適正な受益者負担である。

体育施設の管理に関し、本市のスポーツ振興として、現状の修繕費やグラウンド整備等に係る職員の人件費は概ね妥当である。今
後の課題として、各施設において、それぞれ老朽化に対応した多額の修繕費が想定されることから、市の上位計画との整合性を図
りながら、具体的事案の洗い出しを行い、計画的な修繕計画を策定していく必要がある。

妥当性妥当性妥当性妥当性

妥当である。

BBBB概ね妥当であるが見直しの余地がある。

影響がある。

有効性有効性有効性有効性

一定の成果は上がっているが向上余地がある。

BBBB統廃合について検討の余地がある。

貢献している。

参考数値参考数値参考数値参考数値

11 11 11 （各施設延べ利用者数）
石川スポーツ公園：108,738人
陵南の森運動広場：23,278人
羽曳が丘テニスコート：7,896人
グラウンド・ゴルフ場：37,107人
中央スポーツ公園：28,667人
茶山テニスコート：3,286人

指標名指標名指標名指標名 施設全体の合計利用者数 単位単位単位単位 人

指標の説明指標の説明指標の説明指標の説明 １年間の延べ利用者数（市直営のスポーツ６施設合計）

指標データ指標データ指標データ指標データ
29年度実績29年度実績29年度実績29年度実績 30年度実績30年度実績30年度実績30年度実績 令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)

172,282 208,972 200,000

指標の説明指標の説明指標の説明指標の説明 施設を適正に維持管理するために行った業務の委託数

指標データ指標データ指標データ指標データ
29年度実績29年度実績29年度実績29年度実績 30年度実績30年度実績30年度実績30年度実績 令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)

うち市負担分うち市負担分うち市負担分うち市負担分 16,383 19,625 21,919

指標名指標名指標名指標名 業務委託数 単位単位単位単位 件

30年度決算主な内訳30年度決算主な内訳30年度決算主な内訳30年度決算主な内訳

事業費事業費事業費事業費 21,113 21,672 23,451 【事業費】

（光熱水費）1,065,568円
（業務委託料）17,446,952円
（修繕費）1,431,676円

【特定財源】
施設使用料：16,772,436円

目的（どうしたいか）目的（どうしたいか）目的（どうしたいか）目的（どうしたいか）
施設の適正な管理を行うことで、生涯スポーツの場を提供し、市民の健康の保持増進及
び相互交流の促進を図る。

手段（事業内容）手段（事業内容）手段（事業内容）手段（事業内容） 施設の維持管理

人件費人件費人件費人件費 13,243 14,726 15,241

総事業費総事業費総事業費総事業費 34,356 36,398 38,692

単位：千円単位：千円単位：千円単位：千円 29年度決算29年度決算29年度決算29年度決算 30年度決算30年度決算30年度決算30年度決算 令和元年度当初予算令和元年度当初予算令和元年度当初予算令和元年度当初予算

対象（誰を・何を）対象（誰を・何を）対象（誰を・何を）対象（誰を・何を）
羽曳野市直営スポーツ施設(石川スポーツ公園、ＧＧ場、中央スポーツ公園、陵南の森運動広場、
羽曳が丘テニスコート、茶山テニスコート)

教育費

施策施策施策施策 2 生涯スポーツ・レクリエーション 項項項項 保健体育費

担当部署名担当部署名担当部署名担当部署名 教育委員会生涯学習室 スポーツ振興課
予予予予
算算算算
科科科科
目目目目

会計会計会計会計 一般会計
総総総総
合合合合
基基基基
本本本本
計計計計
画画画画

施策目標施策目標施策目標施策目標 6 歴史・文化が息づき心身ともに躍動するまち 款款款款

施策の方向施策の方向施策の方向施策の方向 3 スポーツ施設の整備・充実 目目目目 体育施設管理運営費

令和元年度羽曳野市事務事業評価シート（平成30年度実施事業）
コードコードコードコード 623-01-02

事務事業名事務事業名事務事業名事務事業名 体育施設管理事務事業
事務の種類事務の種類事務の種類事務の種類 自治事務（任意のもの）

連絡先連絡先連絡先連絡先 内線4415

拡充・重点化拡充・重点化拡充・重点化拡充・重点化 現状維持現状維持現状維持現状維持 改善して継続改善して継続改善して継続改善して継続 縮小・統合縮小・統合縮小・統合縮小・統合 完了完了完了完了 休止・廃止休止・廃止休止・廃止休止・廃止



1
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6
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事業費

活動指標

成果指標

個別評価
 本事業を市が行うのは妥当か。 本事業を市が行うのは妥当か。 本事業を市が行うのは妥当か。 本事業を市が行うのは妥当か。

 対象範囲や水準、手段は妥当か。 対象範囲や水準、手段は妥当か。 対象範囲や水準、手段は妥当か。 対象範囲や水準、手段は妥当か。

 事業を廃止・休止した場合の影響は大きいか。 事業を廃止・休止した場合の影響は大きいか。 事業を廃止・休止した場合の影響は大きいか。 事業を廃止・休止した場合の影響は大きいか。

 目的に対する成果は上がっているか。成果向上の余地はあるか。 目的に対する成果は上がっているか。成果向上の余地はあるか。 目的に対する成果は上がっているか。成果向上の余地はあるか。 目的に対する成果は上がっているか。成果向上の余地はあるか。

 類似事業との統廃合はできるか。 類似事業との統廃合はできるか。 類似事業との統廃合はできるか。 類似事業との統廃合はできるか。

 事業の上位目標である施策に貢献しているか。 事業の上位目標である施策に貢献しているか。 事業の上位目標である施策に貢献しているか。 事業の上位目標である施策に貢献しているか。

 事業費削減の余地はあるか。 事業費削減の余地はあるか。 事業費削減の余地はあるか。 事業費削減の余地はあるか。

 人件費削減の余地はあるか。 人件費削減の余地はあるか。 人件費削減の余地はあるか。 人件費削減の余地はあるか。

 受益者負担の割合は適正か。 受益者負担の割合は適正か。 受益者負担の割合は適正か。 受益者負担の割合は適正か。

総合評価

 担当部局が総合的に判断した評価の理由・課題・今後の改善内容

効率性効率性効率性効率性

削減の余地はない。

BBBB削減を検討する余地がある。

適正な受益者負担である。

市直営の体育施設には、無料施設として石川スポーツ公園、陵南の森運動広場、有料施設として羽曳が丘テニスコート、健康ふれ
あいの郷グラウンド・ゴルフ場、中央スポーツ公園、茶山テニスコートがあり、有料施設の管理形態としては、嘱託職員等による
市職員での管理のほか、事業者に委託し施設の運用を行っている。
今後の課題としては、業務委託にて施設管理を行っている施設について、「適正な施設管理という観点」を鑑み、指定管理者制度
の導入を含め、施設の運用形態を検討する必要がある。

妥当性妥当性妥当性妥当性

妥当である。

BBBB概ね妥当であるが見直しの余地がある。

影響がある。

有効性有効性有効性有効性

一定の成果は上がっているが向上余地がある。

BBBB統廃合について検討の余地がある。

貢献している。

参考数値参考数値参考数値参考数値

359 359 360 （各施設延べ利用者数）
石川スポーツ公園：108,738人
陵南の森運動広場：23,278人
羽曳が丘テニスコート：7,896人
グラウンド・ゴルフ場：37,107人
中央スポーツ公園：28,667人
茶山テニスコート：3,286人

指標名指標名指標名指標名 施設全体の合計利用者数 単位単位単位単位 人

指標の説明指標の説明指標の説明指標の説明 １年間の延べ利用者数（市直営のスポーツ５施設合計）

指標データ指標データ指標データ指標データ
29年度実績29年度実績29年度実績29年度実績 30年度実績30年度実績30年度実績30年度実績 令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)

172,282 208,972 200,000

指標の説明指標の説明指標の説明指標の説明 各施設の開館・開場及び開園の日数

指標データ指標データ指標データ指標データ
29年度実績29年度実績29年度実績29年度実績 30年度実績30年度実績30年度実績30年度実績 令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)

うち市負担分うち市負担分うち市負担分うち市負担分 14,373 13,942 14,288

指標名指標名指標名指標名 開館・開場・開園日数 単位単位単位単位 日

30年度決算主な内訳30年度決算主な内訳30年度決算主な内訳30年度決算主な内訳

事業費事業費事業費事業費 2,611 1,559 2,462 （消耗品費）459千円
 (砂代)410千円
 (原材料費)163千円
 (大会負担金)30千円
（保険料）12千円
（印刷製本費）92千円
（電話料)86千円
（複写機保守）13千円
（庁用器具費）286千円
（医薬材料費）8千円

目的（どうしたいか）目的（どうしたいか）目的（どうしたいか）目的（どうしたいか）
施設の適正な運営を行うことで、生涯スポーツの場を提供し、市民の健康の保持増進及
び相互交流の促進を図る。

手段（事業内容）手段（事業内容）手段（事業内容）手段（事業内容） 市職員による利用者対応

人件費人件費人件費人件費 11,762 12,383 11,826

総事業費総事業費総事業費総事業費 14,373 13,942 14,288

単位：千円単位：千円単位：千円単位：千円 29年度決算29年度決算29年度決算29年度決算 30年度決算30年度決算30年度決算30年度決算 令和元年度当初予算令和元年度当初予算令和元年度当初予算令和元年度当初予算

対象（誰を・何を）対象（誰を・何を）対象（誰を・何を）対象（誰を・何を）
羽曳野市直営スポーツ施設(石川スポーツ公園、ＧＧ場、中央スポーツ公園、陵南の森運動広場、
羽曳が丘テニスコート、茶山テニスコート)

教育費

施策施策施策施策 2 生涯スポーツ・レクリエーション 項項項項 保健体育費

担当部署名担当部署名担当部署名担当部署名 教育委員会生涯学習室 スポーツ振興課
予予予予
算算算算
科科科科
目目目目

会計会計会計会計 一般会計
総総総総
合合合合
基基基基
本本本本
計計計計
画画画画

施策目標施策目標施策目標施策目標 6 歴史・文化が息づき心身ともに躍動するまち 款款款款

施策の方向施策の方向施策の方向施策の方向 3 スポーツ施設の整備・充実 目目目目 体育施設管理運営費

令和元年度羽曳野市事務事業評価シート（平成30年度実施事業）
コードコードコードコード 623-01-03

事務事業名事務事業名事務事業名事務事業名 体育施設運営事務事業
事務の種類事務の種類事務の種類事務の種類 自治事務（任意のもの）

連絡先連絡先連絡先連絡先 内線4415

拡充・重点化拡充・重点化拡充・重点化拡充・重点化 現状維持現状維持現状維持現状維持 改善して継続改善して継続改善して継続改善して継続 縮小・統合縮小・統合縮小・統合縮小・統合 完了完了完了完了 休止・廃止休止・廃止休止・廃止休止・廃止
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事業費

活動指標

成果指標

個別評価
 本事業を市が行うのは妥当か。 本事業を市が行うのは妥当か。 本事業を市が行うのは妥当か。 本事業を市が行うのは妥当か。

 対象範囲や水準、手段は妥当か。 対象範囲や水準、手段は妥当か。 対象範囲や水準、手段は妥当か。 対象範囲や水準、手段は妥当か。

 事業を廃止・休止した場合の影響は大きいか。 事業を廃止・休止した場合の影響は大きいか。 事業を廃止・休止した場合の影響は大きいか。 事業を廃止・休止した場合の影響は大きいか。

 目的に対する成果は上がっているか。成果向上の余地はあるか。 目的に対する成果は上がっているか。成果向上の余地はあるか。 目的に対する成果は上がっているか。成果向上の余地はあるか。 目的に対する成果は上がっているか。成果向上の余地はあるか。

 類似事業との統廃合はできるか。 類似事業との統廃合はできるか。 類似事業との統廃合はできるか。 類似事業との統廃合はできるか。

 事業の上位目標である施策に貢献しているか。 事業の上位目標である施策に貢献しているか。 事業の上位目標である施策に貢献しているか。 事業の上位目標である施策に貢献しているか。

 事業費削減の余地はあるか。 事業費削減の余地はあるか。 事業費削減の余地はあるか。 事業費削減の余地はあるか。

 人件費削減の余地はあるか。 人件費削減の余地はあるか。 人件費削減の余地はあるか。 人件費削減の余地はあるか。

 受益者負担の割合は適正か。 受益者負担の割合は適正か。 受益者負担の割合は適正か。 受益者負担の割合は適正か。

総合評価

 担当部局が総合的に判断した評価の理由・課題・今後の改善内容

効率性効率性効率性効率性

削減を検討する余地がある。

BBBB削減の余地はない。

適正な受益者負担である。

民間企業の経営ノウハウを活用した施設の管理運営には、一定、効果が認められるものの、指定期間や募集形態については、今
後、改善の余地がある。なお、スポーツ３施設については、市民プールの廃止により、平成30年度より管理施設が３施設から２
施設となっている。
また、市民体育館については老朽化がかなり進んでおり、今後、施設のあり方を含めて検討すべき施設である。

妥当性妥当性妥当性妥当性

妥当である。

AAAA妥当である。

影響がある。

有効性有効性有効性有効性

一定の成果は上がっているが向上余地がある。

BBBB統廃合について検討の余地がある。

貢献している。

参考数値参考数値参考数値参考数値

359 359 360 【休館日】12月29日～1月3日
【利用者数】人
（平成28年度）体育館：54,666
　　　　　　　テニス：22,090
　　　　　　　プール：27,274
（平成29年度）体育館：53,536
　　　　　　　テニス：22,380
　　　　　　　プール：24,419
（平成30年度）体育館：54,899
　　　　　　　テニス：23,737

指標名指標名指標名指標名 施設利用者数 単位単位単位単位 人

指標の説明指標の説明指標の説明指標の説明 １年間の施設の利用者数

指標データ指標データ指標データ指標データ
29年度実績29年度実績29年度実績29年度実績 30年度実績30年度実績30年度実績30年度実績 令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)

100,335 78,636 80,000

指標の説明指標の説明指標の説明指標の説明 １年間の施設の開館日数

指標データ指標データ指標データ指標データ
29年度実績29年度実績29年度実績29年度実績 30年度実績30年度実績30年度実績30年度実績 令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)

うち市負担分うち市負担分うち市負担分うち市負担分 18,794 18,425 13,342

指標名指標名指標名指標名 開館日数 単位単位単位単位 日

30年度決算主な内訳30年度決算主な内訳30年度決算主な内訳30年度決算主な内訳

事業費事業費事業費事業費 17,313 16,913 12,204 【事業費】


（指定管理料）　13,252千円
（修繕費）　　　　 799千円

 (施設整備費）　 2,862千円












目的（どうしたいか）目的（どうしたいか）目的（どうしたいか）目的（どうしたいか）
適正な管理運営を行い利用の促進等を図ることで、スポーツを振興するとともに、健康及
び体力の増進並びに青少年の心身の健全な育成を図る。

手段（事業内容）手段（事業内容）手段（事業内容）手段（事業内容） 管理運営を指定管理者に委託する。（指定管理者制度の導入）

人件費人件費人件費人件費 1,481 1,512 1,138

総事業費総事業費総事業費総事業費 18,794 18,425 13,342

単位：千円単位：千円単位：千円単位：千円 29年度決算29年度決算29年度決算29年度決算 30年度決算30年度決算30年度決算30年度決算 令和元年度当初予算令和元年度当初予算令和元年度当初予算令和元年度当初予算

対象（誰を・何を）対象（誰を・何を）対象（誰を・何を）対象（誰を・何を） スポーツ２施設（市民体育館、市民体育館テニスコート）

教育費

施策施策施策施策 2 生涯スポーツ・レクリエーション 項項項項 保健体育費

担当部署名担当部署名担当部署名担当部署名 教育委員会生涯学習室 スポーツ振興課
予予予予
算算算算
科科科科
目目目目

会計会計会計会計 一般会計
総総総総
合合合合
基基基基
本本本本
計計計計
画画画画

施策目標施策目標施策目標施策目標 6 歴史・文化が息づき心身ともに躍動するまち 款款款款

施策の方向施策の方向施策の方向施策の方向 3 スポーツ施設の整備・充実 目目目目 体育施設管理運営費

令和元年度羽曳野市事務事業評価シート（平成30年度実施事業）
コードコードコードコード 623-01-04

事務事業名事務事業名事務事業名事務事業名 市民体育館等管理運営事務事業
事務の種類事務の種類事務の種類事務の種類 自治事務（任意のもの）

連絡先連絡先連絡先連絡先 内線4415

拡充・重点化拡充・重点化拡充・重点化拡充・重点化 現状維持現状維持現状維持現状維持 改善して継続改善して継続改善して継続改善して継続 縮小・統合縮小・統合縮小・統合縮小・統合 完了完了完了完了 休止・廃止休止・廃止休止・廃止休止・廃止



1

10

6

3

事業費

活動指標

成果指標

個別評価
 本事業を市が行うのは妥当か。 本事業を市が行うのは妥当か。 本事業を市が行うのは妥当か。 本事業を市が行うのは妥当か。

 対象範囲や水準、手段は妥当か。 対象範囲や水準、手段は妥当か。 対象範囲や水準、手段は妥当か。 対象範囲や水準、手段は妥当か。

 事業を廃止・休止した場合の影響は大きいか。 事業を廃止・休止した場合の影響は大きいか。 事業を廃止・休止した場合の影響は大きいか。 事業を廃止・休止した場合の影響は大きいか。

 目的に対する成果は上がっているか。成果向上の余地はあるか。 目的に対する成果は上がっているか。成果向上の余地はあるか。 目的に対する成果は上がっているか。成果向上の余地はあるか。 目的に対する成果は上がっているか。成果向上の余地はあるか。

 類似事業との統廃合はできるか。 類似事業との統廃合はできるか。 類似事業との統廃合はできるか。 類似事業との統廃合はできるか。

 事業の上位目標である施策に貢献しているか。 事業の上位目標である施策に貢献しているか。 事業の上位目標である施策に貢献しているか。 事業の上位目標である施策に貢献しているか。

 事業費削減の余地はあるか。 事業費削減の余地はあるか。 事業費削減の余地はあるか。 事業費削減の余地はあるか。

 人件費削減の余地はあるか。 人件費削減の余地はあるか。 人件費削減の余地はあるか。 人件費削減の余地はあるか。

 受益者負担の割合は適正か。 受益者負担の割合は適正か。 受益者負担の割合は適正か。 受益者負担の割合は適正か。

総合評価

 担当部局が総合的に判断した評価の理由・課題・今後の改善内容

効率性効率性効率性効率性

削減の余地はない。

AAAA削減の余地はない。

適正な受益者負担である。

民間企業の経営ノウハウを活用した施設の管理運営には、一定、効果が認められるものの、指定期間や募集形態については、今
後、改善の余地がある。
スポーツ２施設については、施設の老朽化が進んでいる。特に駒ヶ谷テニスコートの老朽化が顕著であが、本市で唯一のナイ
ター設備のあるテニスコートであり、テニス教室の参加者が増加し、市民ニーズも踏まえて、改修・修繕等を計画的に進めて必
要がある。

妥当性妥当性妥当性妥当性

妥当である。

BBBB概ね妥当であるが見直しの余地がある。

影響がある。

有効性有効性有効性有効性

一定の成果は上がっているが向上余地がある。

BBBB統廃合について検討の余地がある。

貢献している。

参考数値参考数値参考数値参考数値

359 359 360 【休館日】12月29日～1月3日
【利用者数】人
（平成28年度）グレープ：52,156
　　　　　　　　駒ヶ谷：9,287
（平成29年度）グレープ：48,569
　　　　　　　　駒ヶ谷：8,012
（平成30年度）グレープ：48,800
　　　　　　　　駒ヶ谷：7,626

指標名指標名指標名指標名 施設利用者数 単位単位単位単位 人

指標の説明指標の説明指標の説明指標の説明 １年間の施設の利用者数

指標データ指標データ指標データ指標データ
29年度実績29年度実績29年度実績29年度実績 30年度実績30年度実績30年度実績30年度実績 令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)

56,581 56,426 58,000

指標の説明指標の説明指標の説明指標の説明 １年間の施設の開館日数

指標データ指標データ指標データ指標データ
29年度実績29年度実績29年度実績29年度実績 30年度実績30年度実績30年度実績30年度実績 令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)

うち市負担分うち市負担分うち市負担分うち市負担分 14,452 14,380 13,325

指標名指標名指標名指標名 開館日数 単位単位単位単位 日

30年度決算主な内訳30年度決算主な内訳30年度決算主な内訳30年度決算主な内訳

事業費事業費事業費事業費 12,971 13,246 12,566 【事業費】


（指定管理料）　12,450千円
（修繕費）　　　　 796千円





目的（どうしたいか）目的（どうしたいか）目的（どうしたいか）目的（どうしたいか）
適正な管理運営を行い利用の促進等を図ることで、スポーツを振興するとともに、健康及
び体力の増進並びに青少年の心身の健全な育成を図る。

手段（事業内容）手段（事業内容）手段（事業内容）手段（事業内容） 管理運営を指定管理者に委託する。（指定管理者制度の導入）

人件費人件費人件費人件費 1,481 1,134 759

総事業費総事業費総事業費総事業費 14,452 14,380 13,325

単位：千円単位：千円単位：千円単位：千円 29年度決算29年度決算29年度決算29年度決算 30年度決算30年度決算30年度決算30年度決算 令和元年度当初予算令和元年度当初予算令和元年度当初予算令和元年度当初予算

対象（誰を・何を）対象（誰を・何を）対象（誰を・何を）対象（誰を・何を） スポーツ２施設（グレープヒルスポーツ公園、駒ヶ谷テニスコート）

教育費

施策施策施策施策 2 生涯スポーツ・レクリエーション 項項項項 保健体育費

担当部署名担当部署名担当部署名担当部署名 教育委員会生涯学習室 スポーツ振興課
予予予予
算算算算
科科科科
目目目目

会計会計会計会計 一般会計
総総総総
合合合合
基基基基
本本本本
計計計計
画画画画

施策目標施策目標施策目標施策目標 6 歴史・文化が息づき心身ともに躍動するまち 款款款款

施策の方向施策の方向施策の方向施策の方向 3 スポーツ施設の整備・充実 目目目目 体育施設管理運営費

令和元年度羽曳野市事務事業評価シート（平成30年度実施事業）
コードコードコードコード 623-01-05

事務事業名事務事業名事務事業名事務事業名 グレープヒルスポーツ公園等管理運営事務事業
事務の種類事務の種類事務の種類事務の種類 自治事務（任意のもの）

連絡先連絡先連絡先連絡先 内線4415

拡充・重点化拡充・重点化拡充・重点化拡充・重点化 現状維持現状維持現状維持現状維持 改善して継続改善して継続改善して継続改善して継続 縮小・統合縮小・統合縮小・統合縮小・統合 完了完了完了完了 休止・廃止休止・廃止休止・廃止休止・廃止



1

10

6

1

事業費

活動指標

成果指標

個別評価
 本事業を市が行うのは妥当か。 本事業を市が行うのは妥当か。 本事業を市が行うのは妥当か。 本事業を市が行うのは妥当か。

 対象範囲や水準、手段は妥当か。 対象範囲や水準、手段は妥当か。 対象範囲や水準、手段は妥当か。 対象範囲や水準、手段は妥当か。

 事業を廃止・休止した場合の影響は大きいか。 事業を廃止・休止した場合の影響は大きいか。 事業を廃止・休止した場合の影響は大きいか。 事業を廃止・休止した場合の影響は大きいか。

 目的に対する成果は上がっているか。成果向上の余地はあるか。 目的に対する成果は上がっているか。成果向上の余地はあるか。 目的に対する成果は上がっているか。成果向上の余地はあるか。 目的に対する成果は上がっているか。成果向上の余地はあるか。

 類似事業との統廃合はできるか。 類似事業との統廃合はできるか。 類似事業との統廃合はできるか。 類似事業との統廃合はできるか。

 事業の上位目標である施策に貢献しているか。 事業の上位目標である施策に貢献しているか。 事業の上位目標である施策に貢献しているか。 事業の上位目標である施策に貢献しているか。

 事業費削減の余地はあるか。 事業費削減の余地はあるか。 事業費削減の余地はあるか。 事業費削減の余地はあるか。

 人件費削減の余地はあるか。 人件費削減の余地はあるか。 人件費削減の余地はあるか。 人件費削減の余地はあるか。

 受益者負担の割合は適正か。 受益者負担の割合は適正か。 受益者負担の割合は適正か。 受益者負担の割合は適正か。

総合評価

 担当部局が総合的に判断した評価の理由・課題・今後の改善内容

効率性効率性効率性効率性

削減の余地はない。

AAAA削減の余地はない。

適正な受益者負担である。

インターネットを活用した空き情報照会や利用予約、抽選機能、口座振替による利用料金の支払いなどにより、利用者の利便性
を向上しており、本システムの運用は市民のスポーツ施設の利用の促進に大きな役割を担っている。
なお、より市民の施設利用を促進するため、平成２８年６月より市内登録者と市外登録者の施設予約可能時期に差を設け、羽曳
野市内在住・在勤・在学者が優先して施設を利用出来る仕様に変更した。さらに平成２９年４月からは、システムの導入から一
定の年数が経過し、当初の利用者登録内容の確認・変更の必要性が高まったため、登録日から３年毎に本人確認・住所確認等を
確認する更新手続きを設けるなど、公平性を高める仕様変更を行った。

妥当性妥当性妥当性妥当性

妥当である。

AAAA妥当である。

影響がある。

有効性有効性有効性有効性

期待どおりの成果が上がっている。

AAAA統廃合はできない。/類似事業はない。

貢献している。

参考数値参考数値参考数値参考数値

365 365 365

指標名指標名指標名指標名 スポーツ予約システム登録件数 単位単位単位単位 件

指標の説明指標の説明指標の説明指標の説明 スポーツ施設利用予約システムの登録件数

指標データ指標データ指標データ指標データ
29年度実績29年度実績29年度実績29年度実績 30年度実績30年度実績30年度実績30年度実績 令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)

1,081 1,117 1,100

指標の説明指標の説明指標の説明指標の説明 スポーツ施設利用予約システムの稼働日数

指標データ指標データ指標データ指標データ
29年度実績29年度実績29年度実績29年度実績 30年度実績30年度実績30年度実績30年度実績 令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)

うち市負担分うち市負担分うち市負担分うち市負担分 3,764 4,941 5,208

指標名指標名指標名指標名 システム稼働日数 単位単位単位単位 日

30年度決算主な内訳30年度決算主な内訳30年度決算主な内訳30年度決算主な内訳

事業費事業費事業費事業費 3,041 3,688 3,385 【事業費】


口座振替分割統合処理料：33千円
システム運用委託料：1,646千円
システム電算機借上料：2,009千
円


【特定財源】


システム登録・更新・再交付手数
料
:145千円



目的（どうしたいか）目的（どうしたいか）目的（どうしたいか）目的（どうしたいか）
スポーツ施設予約システムを整備することにより、スポーツ施設の利用予約や利用料金の
支払い等の利便性の向上を図り、スポーツ施設の利用を促進する。

手段（事業内容）手段（事業内容）手段（事業内容）手段（事業内容）
自宅等のパソコンやスマートフォン等からインターネットを利用することにより、スポー
ツ施設の空き情報の照会や利用申込・取消し等を可能とする。また、利用料金の口座振替
により支払いの利便性の向上を図る。

人件費人件費人件費人件費 797 1,398 1,968

総事業費総事業費総事業費総事業費 3,838 5,086 5,353

単位：千円単位：千円単位：千円単位：千円 29年度決算29年度決算29年度決算29年度決算 30年度決算30年度決算30年度決算30年度決算 令和元年度当初予算令和元年度当初予算令和元年度当初予算令和元年度当初予算

対象（誰を・何を）対象（誰を・何を）対象（誰を・何を）対象（誰を・何を） 羽曳野市民及び羽曳野市外利用者

教育費

施策施策施策施策 2 生涯スポーツ・レクリエーション 項項項項 保健体育費

担当部署名担当部署名担当部署名担当部署名 教育委員会生涯学習室 スポーツ振興課
予予予予
算算算算
科科科科
目目目目

会計会計会計会計 一般会計
総総総総
合合合合
基基基基
本本本本
計計計計
画画画画

施策目標施策目標施策目標施策目標 6 歴史・文化が息づき心身ともに躍動するまち 款款款款

施策の方向施策の方向施策の方向施策の方向 3 スポーツ施設の整備・充実 目目目目 保健体育総務費

令和元年度羽曳野市事務事業評価シート（平成30年度実施事業）
コードコードコードコード 623-01-06

事務事業名事務事業名事務事業名事務事業名 スポーツ施設利用予約システム運営事務事業
事務の種類事務の種類事務の種類事務の種類 自治事務（任意のもの）

連絡先連絡先連絡先連絡先 内線4412

拡充・重点化拡充・重点化拡充・重点化拡充・重点化 現状維持現状維持現状維持現状維持 改善して継続改善して継続改善して継続改善して継続 縮小・統合縮小・統合縮小・統合縮小・統合 完了完了完了完了 休止・廃止休止・廃止休止・廃止休止・廃止



1

10

6

1

事業費

活動指標

成果指標

個別評価
 本事業を市が行うのは妥当か。 本事業を市が行うのは妥当か。 本事業を市が行うのは妥当か。 本事業を市が行うのは妥当か。

 対象範囲や水準、手段は妥当か。 対象範囲や水準、手段は妥当か。 対象範囲や水準、手段は妥当か。 対象範囲や水準、手段は妥当か。

 事業を廃止・休止した場合の影響は大きいか。 事業を廃止・休止した場合の影響は大きいか。 事業を廃止・休止した場合の影響は大きいか。 事業を廃止・休止した場合の影響は大きいか。

 目的に対する成果は上がっているか。成果向上の余地はあるか。 目的に対する成果は上がっているか。成果向上の余地はあるか。 目的に対する成果は上がっているか。成果向上の余地はあるか。 目的に対する成果は上がっているか。成果向上の余地はあるか。

 類似事業との統廃合はできるか。 類似事業との統廃合はできるか。 類似事業との統廃合はできるか。 類似事業との統廃合はできるか。

 事業の上位目標である施策に貢献しているか。 事業の上位目標である施策に貢献しているか。 事業の上位目標である施策に貢献しているか。 事業の上位目標である施策に貢献しているか。

 事業費削減の余地はあるか。 事業費削減の余地はあるか。 事業費削減の余地はあるか。 事業費削減の余地はあるか。

 人件費削減の余地はあるか。 人件費削減の余地はあるか。 人件費削減の余地はあるか。 人件費削減の余地はあるか。

 受益者負担の割合は適正か。 受益者負担の割合は適正か。 受益者負担の割合は適正か。 受益者負担の割合は適正か。

総合評価

 担当部局が総合的に判断した評価の理由・課題・今後の改善内容

効率性効率性効率性効率性

削減の余地はない。

BBBB削減の余地はない。

見直しを検討する余地がある。

市民へのスポーツ環境等を提供する事業として、利用者も年々増加しており一定の成果をだしている。しかしながら利用希望者
の増加に伴い、希望に見合う利用が困難な学校施設も増加してきており、利用希望者に平等に施設を提供できるよう利用調整等
の仕組みの見直しが必要となってきている。

妥当性妥当性妥当性妥当性

妥当である。

BBBB概ね妥当であるが見直しの余地がある。

影響がある。

有効性有効性有効性有効性

期待どおりの成果が上がっている。

AAAA統廃合はできない。/類似事業はない。

貢献している。

参考数値参考数値参考数値参考数値

19 18 18

指標名指標名指標名指標名 利用実績延べ人数 単位単位単位単位 人

指標の説明指標の説明指標の説明指標の説明 学校体育施設を利用した延べ人数

指標データ指標データ指標データ指標データ
29年度実績29年度実績29年度実績29年度実績 30年度実績30年度実績30年度実績30年度実績 令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)

209,043 216,154 210,000

指標の説明指標の説明指標の説明指標の説明 学校体育施設を開放している小・中・義務教育学校の数

指標データ指標データ指標データ指標データ
29年度実績29年度実績29年度実績29年度実績 30年度実績30年度実績30年度実績30年度実績 令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)

うち市負担分うち市負担分うち市負担分うち市負担分 3,228 2,532 2,448

指標名指標名指標名指標名 開放小中学校等数 単位単位単位単位 開放校

30年度決算主な内訳30年度決算主な内訳30年度決算主な内訳30年度決算主な内訳

事業費事業費事業費事業費 0 0 48 

















目的（どうしたいか）目的（どうしたいか）目的（どうしたいか）目的（どうしたいか）
学校教育に支障のない範囲で小中学校のグラウンド、体育館、プール等を開放することに
より、市民にスポーツやレクリエーション等に親しむ場を提供する。

手段（事業内容）手段（事業内容）手段（事業内容）手段（事業内容）
市内居住・通学・通勤する者10名以上で構成する団体を対象に、毎年度、利用団体登録を
行った上で、当該団体から月単位で利用申請書の提出を受け、夜間や休日等、学校教育に
支障がないと認めた日時の体育施設の利用承認を行う。

人件費人件費人件費人件費 3,228 2,532 2,400

総事業費総事業費総事業費総事業費 3,228 2,532 2,448

単位：千円単位：千円単位：千円単位：千円 29年度決算29年度決算29年度決算29年度決算 30年度決算30年度決算30年度決算30年度決算 令和元年度当初予算令和元年度当初予算令和元年度当初予算令和元年度当初予算

対象（誰を・何を）対象（誰を・何を）対象（誰を・何を）対象（誰を・何を） スポーツ・レクリエーション団体等

教育費

施策施策施策施策 2 生涯スポーツ・レクリエーション 項項項項 保健体育費

担当部署名担当部署名担当部署名担当部署名 教育委員会生涯学習室 スポーツ振興課
予予予予
算算算算
科科科科
目目目目

会計会計会計会計 一般会計
総総総総
合合合合
基基基基
本本本本
計計計計
画画画画

施策目標施策目標施策目標施策目標 6 歴史・文化が息づき心身ともに躍動するまち 款款款款

施策の方向施策の方向施策の方向施策の方向 3 スポーツ施設の整備・充実 目目目目 保健体育総務費

令和元年度羽曳野市事務事業評価シート（平成30年度実施事業）
コードコードコードコード 623-02-01

事務事業名事務事業名事務事業名事務事業名 学校体育施設開放事務事業
事務の種類事務の種類事務の種類事務の種類 自治事務（任意のもの）

連絡先連絡先連絡先連絡先 内線4413

拡充・重点化拡充・重点化拡充・重点化拡充・重点化 現状維持現状維持現状維持現状維持 改善して継続改善して継続改善して継続改善して継続 縮小・統合縮小・統合縮小・統合縮小・統合 完了完了完了完了 休止・廃止休止・廃止休止・廃止休止・廃止



1

10

6

3

事業費

活動指標

成果指標

個別評価
 本事業を市が行うのは妥当か。 本事業を市が行うのは妥当か。 本事業を市が行うのは妥当か。 本事業を市が行うのは妥当か。

 対象範囲や水準、手段は妥当か。 対象範囲や水準、手段は妥当か。 対象範囲や水準、手段は妥当か。 対象範囲や水準、手段は妥当か。

 事業を廃止・休止した場合の影響は大きいか。 事業を廃止・休止した場合の影響は大きいか。 事業を廃止・休止した場合の影響は大きいか。 事業を廃止・休止した場合の影響は大きいか。

 目的に対する成果は上がっているか。成果向上の余地はあるか。 目的に対する成果は上がっているか。成果向上の余地はあるか。 目的に対する成果は上がっているか。成果向上の余地はあるか。 目的に対する成果は上がっているか。成果向上の余地はあるか。

 類似事業との統廃合はできるか。 類似事業との統廃合はできるか。 類似事業との統廃合はできるか。 類似事業との統廃合はできるか。

 事業の上位目標である施策に貢献しているか。 事業の上位目標である施策に貢献しているか。 事業の上位目標である施策に貢献しているか。 事業の上位目標である施策に貢献しているか。

 事業費削減の余地はあるか。 事業費削減の余地はあるか。 事業費削減の余地はあるか。 事業費削減の余地はあるか。

 人件費削減の余地はあるか。 人件費削減の余地はあるか。 人件費削減の余地はあるか。 人件費削減の余地はあるか。

 受益者負担の割合は適正か。 受益者負担の割合は適正か。 受益者負担の割合は適正か。 受益者負担の割合は適正か。

総合評価

 担当部局が総合的に判断した評価の理由・課題・今後の改善内容

効率性効率性効率性効率性

削減の余地はない。

AAAA削減の余地はない。

受益者負担を求める性質のものではない。

　プール施設は、特定の期間のみ供用できるスポーツ施設ではあるものの、多くの方々に利用される施設であり、本市のスポー
ツの振興においても欠かすことの出来ないスポーツ施設である。
　整備計画を見直し、平成30年度から令和元年度にかけ、管理棟建設と周辺歩道設置等を行う第１期整備と行い、令和元年度よ
りプール施設本体を建設する第２期整備に分け整備する計画で進めている。
　プール完成までの間、市民プールがない状況となることから、その代替えとして市内２か所の学校プールを無料開放（学校
プール開放事業）を行う計画としている。

妥当性妥当性妥当性妥当性

妥当である。

AAAA妥当である。

影響がある。

有効性有効性有効性有効性

一定の成果は上がっているが向上余地がある。

BBBB統廃合はできない。/類似事業はない。

貢献している。

参考数値参考数値参考数値参考数値

24,419 0 6,000

指標名指標名指標名指標名 整備率 単位単位単位単位 ％

指標の説明指標の説明指標の説明指標の説明 整備が完了した比率

指標データ指標データ指標データ指標データ
29年度実績29年度実績29年度実績29年度実績 30年度実績30年度実績30年度実績30年度実績 令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)

0 5 21

指標の説明指標の説明指標の説明指標の説明
市民プールの来場者数　※平成29年度は西浦市民プール。令
和元年度は学校プール開放事業

指標データ指標データ指標データ指標データ
29年度実績29年度実績29年度実績29年度実績 30年度実績30年度実績30年度実績30年度実績 令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)令和元年度目標(見込)

うち市負担分うち市負担分うち市負担分うち市負担分 18,652 7,158 23,517

指標名指標名指標名指標名 市民プール利用者数 単位単位単位単位 人

30年度決算主な内訳30年度決算主な内訳30年度決算主な内訳30年度決算主な内訳

事業費事業費事業費事業費 16,800 71,455 231,215 【事業費】


設計委託料：9,055千円
工事監理委託料：2,700千円
施設整備費：59,700千円


【特定財源】

  市民プール整備事業債
　64,300千円






目的（どうしたいか）目的（どうしたいか）目的（どうしたいか）目的（どうしたいか）
子どもから大人まで楽しむことが出来るプール施設を整備することで、地域のレクリエー
ションの場を提供する。

手段（事業内容）手段（事業内容）手段（事業内容）手段（事業内容）
西浦市民プールの老朽化に伴い、それに替わり中央スポーツ公園内に新たに市民プールの
整備を行う。

人件費人件費人件費人件費 1,852 3 2

総事業費総事業費総事業費総事業費 18,652 71,458 231,217

単位：千円単位：千円単位：千円単位：千円 29年度決算29年度決算29年度決算29年度決算 30年度決算30年度決算30年度決算30年度決算 令和元年度当初予算令和元年度当初予算令和元年度当初予算令和元年度当初予算

3 スポーツ施設の整備・充実 目目目目 体育施設管理運営費

対象（誰を・何を）対象（誰を・何を）対象（誰を・何を）対象（誰を・何を） 羽曳野市立市民プール

教育費

施策施策施策施策 2 生涯スポーツ・レクリエーション 項項項項 保健体育費

令和元年度羽曳野市事務事業評価シート（平成30年度実施事業）
コードコードコードコード 623-03-02

事務事業名事務事業名事務事業名事務事業名 市民プール整備事業
事務の種類事務の種類事務の種類事務の種類 自治事務（任意のもの）

連絡先連絡先連絡先連絡先 内線4415

担当部署名担当部署名担当部署名担当部署名 教育委員会生涯学習室 スポーツ振興課
予予予予
算算算算
科科科科
目目目目

会計会計会計会計 一般会計
総総総総
合合合合
基基基基
本本本本
計計計計
画画画画

施策目標施策目標施策目標施策目標 6 歴史・文化が息づき心身ともに躍動するまち 款款款款

施策の方向施策の方向施策の方向施策の方向

拡充・重点化拡充・重点化拡充・重点化拡充・重点化 現状維持現状維持現状維持現状維持 改善して継続改善して継続改善して継続改善して継続 縮小・統合縮小・統合縮小・統合縮小・統合 完了完了完了完了 休止・廃止休止・廃止休止・廃止休止・廃止


